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１ アドミッション・ポリシー 

 

 広島市立大学は，豊かな感性と真理探究への情熱を持ち，多様な文化と価値観を尊び，平和を希求する人材

を育成します。さらに，幅広い知識と確かな専門性を有し，高い倫理観を持って広く社会に貢献できる人材を

育成します。 

 この目標とする人材を育成するため，次のような人の入学を求めています。 

 

・ 人間性豊かで，向学心の旺盛な人 

・ 知的好奇心と探究心を持ち，知の創造と活用に意欲のある人 

・ 世界平和と地域・国際社会の発展に積極的に貢献したい人 

 

国際学研究科では，次のような人の入学を求めています。 

・ 広い教養を身につけ，世界や地域の様々な課題に関心を寄せている人 

・ 大学院で学ぶ上で必要な読解力，思考力，表現力を備えている人 

・ 本研究科の研究分野に関する基礎知識を有し，さらに専門的な知識や研究能力を高めようとする人 

 
 

２ 授与する学位の種類 

  

 国際学研究科博士前期課程では，修士論文等の内容及び科目の履修状況によって，「修士（国際学）」，「修 

士（学術）」，「修士（平和学）」のいずれかになります。 

 
 

３ 募集人員 

 

研究科・課程・専攻 入学定員 募集人員 

国際学研究科 博士前期課程 国際学専攻 15名 若干名 

 
 

４ 出願資格 

 

 次の各号の要件を満たし，広島市立大学と学術交流協定を締結した外国の大学（以下「海外学術交流

協定大学」という。）を卒業し，学士の学位を授与された者，又は 2017 年 9 月 30 日までに卒業見込で

ある者とします。 

 

① 海外学術交流協定大学の２名以上の教員（内１名は，所属学部又は学科の長）の推薦が得られる者 

② 日本語又は英語で論文の執筆ができる者 

 

※ 海外学術交流協定大学については，本学ウェブサイト http://www.hiroshima-cu.ac.jp/ （トッ

プページ ＞ 大学紹介 ＞ 基礎データ ＞ 海外学術交流協定大学等）でご確認ください。 

※ 博士前期課程の授業は原則，日本語で行われます。ただし，修士（平和学）の学位については，希

望があれば英語で行われる科目の受講と英語で修士論文を執筆することで取得することができます。 
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５ 出願手続 

 

⑴ 事前相談 

 志願者は，出願前に入学後の指導を希望する教員と研究テーマ等について事前相談を行ってください。 

 教員の専門分野等については，本学ウェブサイト等を参照してください。 

 事前相談を行うためには，タイトルを「国際学研究科（博士前期課程）海外学術交流協定大学推薦入試

事前相談」として，本文に①志願者氏名，②在籍（出身）大学，③指導を希望する教員を明記した E-mail

を，本学事務局入試グループ（nyushi@office.hiroshima-cu.ac.jp）に送信してください。 

 

⑵ 出願期間 

 2017 年 5月 8日（月）から 5月 29 日（月）まで（最終日必着） 

  

⑶ 出願方法 

指導を希望する教員との事前相談の後，出願書類を一括して封筒に入れ，必ず出願期間内に到着するよ

うに郵送してください。封筒には「海外学術交流協定大学推薦入試出願書類在中」と赤字で記載してくだ

さい。 

 出願締切後，受験番号を付した書類を一斉に発送します。合格発表日前日までに書類が届かない場合は，

本学事務局入試グループまでお問い合わせください。 

※ 郵送にはExpress Mail Service（EMS）の利用を推奨します。 

※ 海外学術交流協定大学を卒業し，海外学術交流協定大学推薦入試に出願しようとする者で，既に来日

している者は，出願手続等について本学事務局入試グループ（本部棟２階）に直接相談してください。 

    

⑷ 入学検定料の特別免除 

 海外学術交流協定大学推薦入試については，入学検定料を特別に免除します。 

 

⑸ 「修士論文」と「課題研究報告書」の選択について 

 本研究科では，修了要件の一つである論文等の作成について，「修士論文」あるいは「課題研究報告書」

のいずれかが選択できます。これは，大学院で行われる研究や教育に対するニーズの多様化に合わせ，学

術性の高い研究のみならず，専門的職業能力の向上や高度な教養の修得を目指す大学院生の修士号取得を

奨励するためのものです。この制度の特徴は次のとおりです。 

・ 「修士論文」は学術性の高い専門的な論文の作成を目指すものです。一方，「課題研究報告書」は，専

門的職業などについて特定の課題を設定し研究を行うものです。 

・ 本研究科博士前期課程から同博士後期課程に進学を希望する場合は，「修士論文」を作成していること

が求められます。したがって，将来的に本研究科博士後期課程への進学を希望する場合は「修士論文」

を選択してください。 

・ 「修士論文」と「課題研究報告書」の希望選択は出願書類提出時に行います。「志願票」の所定の箇所

で，選択する方を一つ選んでください。 

・ 大学院入学後に選択の変更を希望する事態が生じた場合，変更が認められることがありますが，これ

には主指導教員及び副指導教員の承認が必要です。 

※ 「修士論文」又は「課題研究報告書」の選択に際しては，指導を希望する教員に出願前に相談してく

ださい。 
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⑹ 出願先及び出願・受験に関する問い合わせ先 

〒731-3194 広島市安佐南区大塚東三丁目４番１号 

広島市立大学事務局入試グループ 

電話  +81－82－830－1503 

E-mail nyushi@office.hiroshima-cu.ac.jp 
 

⑺ 出願書類等 

出願に必要な書類等 作 成 方 法 等 

① 志願票 

本学所定様式に必要事項を記入してください。 

記入にあたっては，欄外に記載した「記入上の注意」をよく読んでください。ま

た，出願前 3 か月以内に撮影した縦 4 ㎝×横 3 ㎝，上半身，無帽，正面向き，背

景なしの写真の裏面に氏名を記入し，のり付けしてください。 

② 履歴書 本学所定様式に必要事項を記入してください。 

③ 推薦書 
本学所定様式を使用し，海外学術交流協定大学の 2 名以上の教員（内 1 名

は，所属学部又は学科の長）が作成し，厳封されたものを提出してください。 

④ 成績証明書  海外学術交流協定大学の学長又は学部長が作成し，厳封したもの。 

⑤ 卒業(見込)証明書 
 海外学術交流協定大学の学長又は学部長が作成したもの。 

 卒業証明書と別個の学位証明書があれば，その写しも併せて提出してください。 

⑥ 

日本語能力を測定し

た検定試験の成績

証明書 

 日本語能力試験（JLPT）又は日本留学試験の成績証明書（点数が記載されたも

の）。 

 ただし，修士（平和学）の学位取得希望者であって，英語で行われる科目の受講

と英語による論文執筆を希望する者は，日本語能力の成績証明書でなく，英語能

力を測定した検定試験の成績証明書（TOEFLⓇ，TOEICⓇ，又は IELTS）を提出し

てください。また，修士（平和学）の学位取得希望者の内，英語が母語である者は，

成績証明書の提出を必要としません。 

⑦ 志願理由書 

 ⑦，⑧について，それぞれ下記の様式で作成してください。使用言語は，修士

（平和学）を希望する場合は英語又は日本語，修士（国際学，学術）を希望する

場合は日本語とします。 

※ 日本語の場合は A4 用紙 2 ページ程度（40 字×30 行／ページ），英文の場

合はA4用紙 3ページ程度（１行 80 ストローク×29行／ページ）。 
⑧ 研究計画書 

注１ ①，②，③の様式は，本学ウェブサイトからダウンロードしてください。 

注２ 上表書類のうち，日本語又は英語以外の外国語で書かれたものには，日本語又は英語の翻訳を添付

してください。 

注３ 作成方法の指示どおりに作成されていない書類がある場合（記入漏れ，翻訳未添付等）は，出願を

受理しない場合があります。 

 

⑻ 出願上の注意事項 

① 必要な書類がすべてそろっていない場合には受付できませんので，出願の際には十分確認してくだ

さい。 

② 出願書類受理後は，出願事項の変更は認めません。ただし，氏名，住所，電話番号に変更があった

場合には，速やかに連絡してください。 

③ いったん受理した出願書類は返還しません。 

④ 入学を許可した後であっても，出願書類の記載と相違する事実の発生や発見があった場合には，入

学を取り消すことがあります。 
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⑼ 個人情報の取扱い 

 出願書類等に記載された個人情報（氏名，生年月日，性別その他の個人情報等）は，入学者選抜及び合

格通知並びに入学手続を行うために利用します。 

 また，同情報は，合格者の入学後の教務関係（学籍，修学指導等），学生支援関係（健康管理，奨学金申

請，授業料免除申請等）業務及び調査・研究（入試の改善や志願動向の調査・分析等）を行う目的を持っ

て本学が管理します。 

 上記業務の一部は，個人情報について適正な管理のための必要な措置を講じた上で，外部の業者に委託

する場合があります。 

 
 

６ 入学者選抜方法 

 

 書類選考により合格者を決定します。 

 
 

７ 合格者発表 

  

2017 年 6 月 23 日（金）午前 10 時（日本時間） 

 

 合格者には合格通知書を送付します。 

 また，本学ウェブサイト http://www.hiroshima-cu.ac.jp/ （トップページ ＞ 入学案内 ＞ 大学院入試

情報）でも合格者の受験番号を掲載しますが，参考情報ですので，合格者に送付する合格通知書で正式に確認

してください。 

 なお，電話，郵便等による問い合わせには応じません。 

 
 

８ 入学手続 

 

⑴ 入学手続期間 

 2017 年 6 月 30 日（金）から 7月 21 日（金）まで（最終日必着） 

 

⑵ 入学手続方法 

① 入学手続に必要な書類は，合格通知書と併せて直接本人に送付します。 

② 入学手続は，提出書類を一括して封筒に入れ，必ず入学手続期間内に到着するように郵送してくださ

い。封筒には「入学手続書類在中」と赤字で記載してください。 

※ 郵送にはExpress Mail Service（EMS）の利用を推奨します。 

③ 入学手続を完了した者には，入学手続期間終了後に，入学許可書を送付します。 

 

⑶ 提出書類 

① 誓約書（本学所定の様式） 

② 保証書（本学所定の様式） 

③ 写真 1枚（上半身，無帽，正面向き，背景なしで最近 3 か月以内に撮影した，縦 4cm×横 3cm のもの。

裏面に合格した研究科名及び氏名を記入してください。） 

④ 在留資格認定証明書交付申請に必要な書類（海外学術交流協定大学推薦入試に合格し，所定の入学手続

を完了した者を対象として，在留資格認定証明書の交付申請を本学が代行します。） 
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⑷ 入学手続上の注意 

① 期間内に手続を行わなかった者については，入学を辞退したものとして取り扱います。 

② 必要な書類がすべて揃っていない場合には受付できませんので，書類の提出の際には，十分確認して

ください。 

③ いったん受理した入学手続書類及び入学料は返還しません。 

④ 卒業見込みで出願した者は，卒業後，速やかに卒業証明書を提出しなければなりません。 

 
 

９ 納付金等 

 

⑴ 入学手続までに納付するもの 

納付金 金額 

入学料 ４２３，０００円 

 

⑵ 9 月末までに納付するもの 

納付金 金額 

後援会費 ２０，０００円 

注 後援会費には，学生教育研究災害傷害保険料・学生教育研究賠償責任保険料が含まれています。 

 

⑶ 入学後に納付するもの 

納付金 金額 納付時期 

授業料（年額５３５，８００円） 
２６７，９００円  4月末まで 

２６７，９００円 10月末まで 

注 金額は，2017 年 4 月現在の金額です。改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用される予

定です。 

 

⑷ 奨学金 

 在留資格が「留学」の者は，地方公共団体，留学生支援団体等の奨学制度に応募できます。 

 

⑸ 入学料の減免 

 入学前 1 年以内において，学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が死亡した

場合又は入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた場合で，入学料の納付が著しく困難な

場合には，入学料が減免される場合がありますので，ご相談ください。 

 

⑹ 授業料の減免 

 留学生を対象とした授業料の減免制度があります。入学後にご相談ください。 

 

 


